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環境教育についての若干の考察
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名古屋大学農学部16人、

岐阜大学農学部１８人、

信州大学農学部23人、

名城大学理工学部26人

小計124人

理系女子

名古屋大学工学部29人、

名古屋大学農学部７人、

岐阜大学農学部45人、

信州大学農学部10人、

名城大学理エ学部６人

小計９７人

理系学生（理系と略す）小計221人

文系男子

龍谷大学経営学部60人、

大阪経済大学経済学部・経営学部50人

小計110人

文系女子

艇谷大学経営学部・文学部54人、

金城学院大学家政学部125人

小計179人

文系学生（文系と略す）小計289人

学生計510人

社会人女性Ａ（一般女性――愛知県、岐阜

市、京都市）計177人

1゜はじめに

環境に関する意識・実態調査は、最近に至り、

多数の報告がなされつつあるが、調査対象が環境

のごく一部に限定されていたり、調査対象者が、

消費者又は学生に限られていた。そこで著者等は、

現在の主要な環境問題を広く摘出し、また、調査

対象者を学生（男子及び女子並びに理系及び文系）

と社会人女性とした。これを統計・解析し、得ら

れた結果から環境問題の解決について、若干の考

察を行うと共に環境教育の視点からアンケート調

査の留意点及び実践に結びつく教育方法について

考察した。

2.環境問題についての意職・実態調査の概要

1.調査目的

学生及び婦人に対して環境問題に関する意

識・実態を調査し、その結果を統計解析し、

以て学校、社会における環境教育の在り方

を検討し、現境意識を環境を醸成するため

の実践行動に結びつけるための方策を探り、

若干の考察を行うことにある。

2.調査対象

理系男子

名古屋大学工学部41人、

(問い合わせ先）〒463名古屋市守山区大森金城学院大学岡部昭二
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1２ 環境教育についての若干の考察

社会人女性Ｂ（消費者活動に参加している

女性――愛知県）計６２人

社会人女性（婦人と略す）小計239人

合計749人

3.調査方法：集合調査法及び郵便調査法

4.調査時期：平成６年５月～11月

③リサイクルに関して最も環境に優しいと思う方

法について

紙については、学生、婦人共約20％が紙一燃や

す－熱エネルギーが最善と考えており、「一旦溶

かす等の処理をしてから再生する」との正しい理

解は、婦人67.4％、理系62.4％であったが、文系

は50％に満たなかった。

アルミニウムについては、理系の79.696が再生

と回答しているのに対し、文系、蝿人Ｂは「洗浄

などして再利用する」がそれぞれ10.7％、17.6％

と多かった。これは、アルミ缶ならば「再生」が

正解であるが、広くアルミ容器と解釈した場合、

「再利用」も正解となり、素材だけからの股間で

なく、具体的な製品による設問が望ましかった、

といえよう。

次に、理系一文系、男子一女子、学生一婦人の

回答率に有意に高い解答率が認められたものを

表１に示す。

3.鯛査結果と考察

紙数が限られているので、小諸においては、す

べての結藷を記すことはできないため、触れてい

ない部分については資料１，表５を参照されたい。

①容器・包装について

廃棄物問題を考えるとき、Reduce，RBuse,RccycI-

ingの内で最も重要なものは、Reduceである。そ

の市民活動の一環として広く行われているのは、

店頭における過剰包装の辞退であり、買い物寵

（袋）持参運動である。

先ず過剰包装を辞退した経験の有無については、

学生の第一位は「たまにある」で33.3％、次いで

「ほとんどない」が29.0％と過剰包装辞退につい

ては消極的な態度を示している。婦人は、「よく

ある」22.2％、「時々ある」31.5％、「たまにある」

30.5％、「ほとんどない」14.6％で、よく実践し

ているといえよう。

買い物寵（袋）持参については、学生の各層す

べては、「ほとんど持って行かない｣、「持って行っ

たことがない」の順で、婦人は、「時々持って行

く｣、「ほとんど持って行かない｣、「持って行くよ

うにする」の順であった。買い物寵（袋）持参は

学生31.7％に対し、蝿人は55.2％で0.1％危険率

で有意差が認められた。

②ゴミ・リサイクルについて

学生は、すべての種類のゴミに対し、地方自治

体の責任で処理すべきであるとの考えを有し、自

らの責任を回避している点が特徴的である。また、

プラスチックゴミを古紙回収業者に出すという回

答が5.87％もあり、ここにおいても生活者として

の意識の低さが現れている。これに対し、婦人は、

紙は回収業者や市民グループに、衣類は知人や市

民グループに、また、家矼は販売店にと適所への

処理を行っている者が多い。
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④環境に関する語句の内容まで理解しているかに

ついて

リサイクルが最もよく知られているが、理系の

76.3％に対し、文系の41.996と大きな開きがあっ

た。以下、ガレージセール、エコマーク、グリーン

マーク、コンポストポカシの順で、他の語句は、

何れも５％にも満たなかった。なお、文系が理系

を上回ったのは、環境コスト、リデュース及びリ

フューズの３項目だけであった。また、実践に関

係する語句であるガレージセール、コンポストや

ポカシには婦人の高率が認められた（表２)。

⑤識別マークの理解度

すべての層において、アルミ缶、スチール缶、

再生紙、プラスチック、その他の順である。知っ
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岡部昭二壕田菅生子三品広美 1３

表２環境に関する麗句の内容まで知っている率

ﾘﾜｲｸﾙﾙﾗｾｰﾙｴｺﾏｰｸｌクリフマーク１コ〕Fストボカシリﾕｰｽ且ﾛｺｽﾄﾌコース

学生1%１５５．９３３．５３２．９２５．７12.910.2６－７１１－３３９３．３
１％４８．５４８．１３７．２３４．７３１．４２７．２３．８２３－４３．８2.9

ている率は、一般に、婦人、理系の順に多い（表

３)。これらの層は「素材」に対する関心が高い。

他の層は素材に対しての関心が低く、漫然と使用

していることがうかがわれ、身近なところからの

環境教育の必要性が感じられる。また、プラスチッ

クの識別マークが法律によって制定されたのはＰ

ＥＴだけで、市民運動で回収する実績もほとんど

みられない状況なので、婦人の17.2％、学生の8.

8％が知っているに過ぎない。

⑥省エネについて

一般に婦人は省エネについてよく実践している

が、口火・種火のつけ放しが多かった。この項目

については、理系はＯで、研究実験などで火の扱

いに注意している日常の習慣によると推察きれる。

エアコンについては、股小阪に使用、が各層共

第一位であり、男子を除いて過半数であった。次

いで、快適な生活を送るため使用も仕方がない、

が約２割であった。特徴的なことは、第一位の回

答が、男子39.7％に対し、女子61.2％で0.1％危

険率で有意の差があった。このことは、快適な生

活を送るため必要との回答が、男子に20.1％（女

子は12.3％で596危険率で有意差）であったこと

と無縁ではなく、より一層の省エネに対する実践

が望まれる。

他に、0.1％危険率で有意差が認められたのは、

「できるだけ公共交通機関を利用」が文系＞理系

及び女子＞男子、「やむを得ずマイカー（オート

バイを含む）を利用」が婦人＞学生、「シャワー

の流し放しや、シャンプーの回数を減らす」が婦

人＞学生、「ストーブの反射板やエアコンのフィ

ルターをこまめに掃除する」が婦人＞学生、「冷

蔵庫の詰め込み過ぎや開閉回数を減らす」が婦人

＞学生、などが主なものであった。理系で公共の

交通機関の利用が少ないのは、大学立地条件や実

験により帰途が遅くなることがあるとみられる。

婦人にマイカー使用が多いのは、夫や子供の送り

迎え等も含め、日常生活にこれだけは不可欠と考

えていると推察される。

⑦環境ＩＭＩ題意識について

「このままでは地球が危ないので、今のうちに

対莱を識じておかなくてはいけない」については、

0.1％危険率で文系＞理系、しかも「もうどうに

もならない、なるようになる」は、0.1％危険率

で理系＞文系という結果になった。実践活動の時

間的余裕を持たないこともあろうが、意外に冷淡

な感じがする。

③深刻と思われる環境問題

「鰻も深刻と思われる」に１，「深刻に思われ

る」に0.5を与え、１４項目の和を算出すると、①

文系4.39,②男子4.35,③学生4.29,④女子4.23,

⑤婦人4.21,⑥理系3.91になり、理系が低く、や

や意外な結果を得た。この原因としては、理系は

オゾンＩＭＩ題に関しては、深刻に思う率が最も低く、

文系に比し15.396も低い事実が一因となっている

と考えられた。

各項目について、上述の方法によって％を求め

たものが表４，図１である。

表３識別マークのHIUW度
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1４ 環境教育についての若干の考察

表d19iUX！と函うれる環jjHllIIlln
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理系及び男子は、万週なく回答しているが、理

系は文系に比し、酸性雨、大気汚染が著しく低い。

文系及び女子は、マスコミによる影響が大きいこ

とが窺われる。中でもオゾン層破壊に対する関心

の高さは、ＵＶカット商品の氾濫によるものであ

ろう。

他方、蝿人は、生活密着型で、ゴミ問題のほか、

大気汚染、水質汚染、土壌汚染など生命に直接係

わりのある問題には、極めて関心が高いが、人口

問題、砂漠化では、学生の６割で、１％危険率で

有意差があり、温暖化や資源枯渇のような長期的

展望を有する事項にも関心が薄いといえる。

⑨環境保全について行政に望むこと

学生・婦人共「法の整備」が約60％あり、「リー

ダーの養成」は、約10％で最も少ない。

⑩環境保全についての企業のあり方

「企業資任として環境保全を最優先した製品開

発．商品販売をすべきである」が、学生74.996、

婦人77.0％で最も多く、「企業として、環境保全

のために自社が何をしているかを、もっとＰＲす

べきである」は、学生28.6％、婦人21.396で共に

最低であった。

⑪アンケートの結果の集約

(1)理系については、日常、環境問題に意識的に

取り組んでいることは評価できるが、反面、「環

境はなるようになる」との意識が他にくらべて多

い。足元からの行動と地球規模の環境保全との結

びつきを考える必要があると思われる。

(2)文系については、環境問題に対して深刻に受

け止め、今のうちに対策を、との考えは最高の94.

5％を示した。しかし、深く追求する姿勢に乏し

く、意識と実践とのギャップが見受けられるので、

これを埋めていくのが今後の課題である。

篝 上

-11系､１－文系if．

一男子i１－文761

iR7

－学錘１－．偏人【Ｉ

図ｌｊｎｇｉＩと思われる環lllllIlQm
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(3)男子は知識はあるが、実践面では未だしの感

が強い。

(4)女子は日常的な実践面においては、ほぼ行わ

れているが、ＴＶのつけ放しなど、やや･快楽追求

優先の安易な面も垣lllj見られる。

(5)婦人は日常の身近な実践活動においては見る

べきものがある。今後は、地球規模のmacroな問

題にも関心を持つ必要がある。

以上、紙数のlIU係からアンケートのうちから主

なものについて検討した。なお、アンケートのう

ち、マトリックスの回答を除き、各層の第一位の

ものを表５にまとめた。

4.提言

アンケートの結果及び現下の状況を考察し、環

境教育の視点に立ち、各界に次の事項を提言する。

1.生活者に対して

①行政依存を脱却し、自主的に行動する。

②過剰・不要な包装は断り、使い捨て商品は買

わない。リサイクル品を使用する。

③省エネルギーに心掛け、実践する。

④グローバルの視点を持つ

2.行政に対して

①リサイクル品を推奨し、リサイクルシステム

を確立する。

②表示（材質及び再使用・再利用・焼却・埋立

等の区別について）指導する。

③過剰・不要な包装の自粛を指導する。

④広告について指導する。

再生紙（混入率明記）利用の義務付け、樹脂

加工紙の廃止、窓付き封筒の廃止

ダイレクトメイルの拒否方法の周知徹底

3.企業に対して

①リサイクルしやすい商品をつくる。

②材質・処理方法を表示する。

③商品寿命・部品保有期間を長期化する。

④ゴミ減量を推進する。

4.マスコミに対して

①リサイクルの必要性について、繰り返し分か

りやすく解税する。

②環境に配MHした製品を紹介する。

③地方自治体や住民の環境問題への取り組みを

紹介する。

④単発的な報道に留まらず持続的に報道する。

喪５アンケートのハiiOllIIにおいて名１Wの第１位のもの

ｂＵUC7zE

5.学校教育における環境教育について

義務教育は、すべての人が学習する機会を有す

るということで極めて重要である。しかも感受性

の豊かなこの期における実践的な体験は、卒業し

てからも心に深く刻まれる。大学で環境問題のゼ

ミを希望する動機に、この時期に牛乳バックから

葉書を作成したとか焼却施設を見学したなどが挙

げられることも多い。
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No. 理系 文系 ﾜ” 女7 手1ｋ 崎人

1－１ 力興０ アⅣ.］ カヱ９ 丁３０７ ア２，４ 力沈.８

1－２ 了760 ア６７．５ γ７４４ 丁６８５ アフ1.2 丁６９．９

２－】 ウ釣.８ ウ鄭.7 ウィ２７ ウコ4」 ウ期.0 エ５９．４

２－２ ウＺｎ ･フ郡0 ゜フ２，５ ウ３６．６ ウ卿.３ イ３１．８

２－３ アイ6． 丁４５．７ 丁化２ 了０５７ 了偲.９ ア６３－２

２－４ ウ師． ウコ１５ ウ濁２ ウ狐８ ウ釦９ イ３ａ６

３－１ アlﾘｑ 丁６３コ Ｔ６０Ｌ７ ア７９０ ７７０６ Ｔ９７」

３－－３ エ１０ エ159 エ１５.Ｂ エ】1.2 アリ3.3 アユ】

4-2-⑥ ア７６ 丁４１．９ 丁５３１１ ア５９．４ ア爵.０ 了Ｏａ５

４３○

五二
４－５

ゼ’５

キィ９

了６匹

エ５４

オ５２

ア弱

ウヱ

アイ1.5

アイ7.4

ｴｨｺ６

刃知５

イ５４７

･フ５０５

丁４ｑ６

丁５３－８

エイ7.9

オ：lｑ７

丁３２５

oフ、９

非４７．５

丁５１．３

エ４１１９

ﾌﾞ１６１．２

イ５３３

ウ５５４

キ４３．５

了５４．１

エ４８.イ

オ５１．３

イ４２５

ウィＩＤ

Ｔ0６．０

ア郷.５

オ５９．４

オ６０．２

了４２７

ウ７７．４

Ｇ－ｌ ア７９ 丁945 了116.2 丁９１０ 丁８７．８ 丁９１．６

６２゜

０２０

ウｚＩ４

イ瓢２

丁ｍＴ

ウ４２．６

ウ＄２６９

ア４７，８ イ５２９

ア湖

ウィ５

４
’
５

イ３２２

イ５４０

６３１

６列-１

アBｊ

了か.６

了１３５

了２１１

アｌＺＯ

ア154

ア105

丁３１２

了１１

丁卿

２

９

ア２，－９

ア５Ｌ９

６３－２ オＩ.Ｉ オ６６ オ７ オＺ５ オ４ ９ オ９２

６３－２ 舛１１．３ オ１５．９ oフ１３ オ調0 オ２１ ９ オィｑ２

０－３ ｳｴ４１ エ15.0 エ２６ エ９．８ エ1１ ３ ウ５９

0－４ エ刀Ｉ エ５７．１ 丁Ｇａ エ６０．１ ア弱.２ ア６３２

０－５ 了Ｊ２６ 了８１．７ 7缶 了囲、 アフ4９ ア77.0
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義務教育における環境教育は、身近かなものを

対象に「印象付ける」ことが必要に思われる。そ

のためには、次のようなことが考えられよう。

①野外調査

サワガニカワゲラ類、イトミミズ等16種の生

物の存在を調べ、川の汚れを調査する野外調査が、

環境庁により毎年全国的な規模で行われているの

で、それに参加することによって、他の地域との

比較検討ができる。また、簡易包装を心掛けてい

るか、発泡スチロールトレイを必要以上に使用し

ていないか等ゴミ減量の推進をしているかを店毎

に評価する、あるいは快適な街造りへの取り組み

の様子を調査するなど、多くの課題を考えること

ができる。

②現地の見学

例えば、障害者などがベルト上を流れるリター

ナプル瓶を洗浄したり、仕分けしていく現場を見

学する、ゴミ処分場に行き、どのようなものがど

れほどの孟捨てられているかを実際に目で確かめ

る。また、アイガモ農法や有機栽培の現場を見る、

酸性雨による被害状況を見る、などが考えられる。

③実験・実習

プラスチックの成分として、塩化水素やダイオ

キシンの生成原因となる塩素を含むかは、銅線さ

え用意すれば、BeiIstein法一一銅の炎色反応一一

により瞬時にして判定できる。ポリエチレンバッ

クに入っている試薬と水の成分とを反応させて比

色する「パックテスト」は、河川水や酸性雨のｐ

Ｈ、水質検査に広く用いられている｡更に、大気

中のＮＯ２は、「天谷式ユニメーター」などがあれ

ば簡易に調杢できる｡また、廃棄物処理まで含め

た調理実習により、食・農・廃棄物についてより

深く学ぶことができる。

④展示会

湾岸職争によって引き起こされた膨大な流出原

油にまみれ、真っ黒になった鞠の写真を見ること

は、何冊もの環境書を読むより環境問題の重要さ

を認識きせることができるであろう。また、戦争

が環境の最大の破壊者であることも素直に読み取

れることであろう。

⑤テレビ・ビデオ

身近かに見ることができない場合は、テレビ・

ビデオの利用がある。ドイツの「黒い森」（Schwam

WaId）の枯死の状態を見れば、酸性雨の影騨と

して「頭の毛が抜ける」程度の理解しか答えられ

ない大学生より深い理解が得られるはずである。

6.アンケート調査上の留意点

1993年７月、金城学院大学、龍谷大学、大阪経

済大学、京都短期大学計380名の調査において、

「プラスチックの識別マークを知っている」とす

る者は、１４名であったが、次の設問で「それでは、

１の数字がついているプラスチック」を問うたと

ころ、正解者は僅か1名に過ぎなかった。身近な

ものであっても環境意識を有していないと見過ご

すことが多い。また、本学会の発表において触れ

たが、「フリー・マーケット」の意味について書

かせたところ、私大２校の家政学部230名の正解

率は36.1％であった。しかし、その英名を密かせ

たところ、正解者は皆無であった。ちなみに正解

は、neamaJket「のみの市」の意である。更に'995

年５月の金城学院大学家政学部の調査で、酸性雨

の原因物質の例を轡かせたところ、回答者424名

中ＳＯｘ（硫黄酸化物）が16名、ＮＯｘ（寵素酸化

物）が14名という怨惨な結果が得られた。多くの

者が二酸化炭素と回答したのである。これは、地

球温暖化との混同によるものといえよう。

以上の事実から、皮相的な知識では環境問題を

認識することはできない。したがって、正しく理

解していなければ回答できないようなアンケート

を作成することが並要である。アンケート実施の

目的は、単に学生の意識の実態を把握するにとど

まらず、学生への問題提起の意味を有すると考え

るからである。

7.おわりに

アンケートの目的は、得られた結果を基に正確

な知識を与え、更に行動への動機付けを意図する

ものであるが、それと共に学生に環境問題を認識

させるには、小論文を脅かせ、それをもとに討論

させることが重要であると思う。日頃受動的にし

か学修できない者も主体的に取り組ませるとかな
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I)のものを作成することが多い。しかも討論によっ

て、仲間と共有した知識は、」|Lなる知識にとどま

らず、実践への潜在的な力となり得ると思われる

からである。

以上、幾つかのアンケートに取り組み、学生と

の話し合いの場を通して得た経験等を基に環境教

育に対する小議を披澱した。

終わりに臨み、本アンケートの実施にご協力い

ただいた、戸苅進名城大学名誉教授、戸松修岐阜

大学教授、龍谷大学大西鎌、竺文彦両教授他の各

氏に深甚な謝意を表する。
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資料１
王厚【土寛フアンクーート

年齢(代） Ii1別：－，；，女一職業:_鑓1A二 有職（フルタイム･パート 一その他

胴買行動について

１－１、あなたが使うものを買う時、どのようなことを考えながら商品を選びますか。

主なことから1ｍに、５つまでお答え下さい。

ア外観イ広告ウ評ｵリ工仙段オ表示内容力実用性

クメーカーの倭勢ケ資源の有効fIIln。ＦNIH汚染サその他（

１、２、３、４、５、

キ店の隆勢

）

１－２．ＩＮＩり物を買う時．どのようなことを考えながらWTiIWlを遇びますか。

主なことから噸に、５つまでお答え下さい。

ア先方の好みイ外観ウ広告・知斜庇エ値段オ表示内容力実用性

キ店の知名度クプランド名ケ衙源の有効fIlm。現埴汚染サその他（）

１、２、３，４、５，

２－１、贈り物を受けた時､どのようにお考えですか。

ア美しい立派なものには夢があるイ多少見栄えするものが良い

エ容器・包装ばかり立派なものには腹がたつオその他（

ウ見栄えは気にしない

２－２、過剰な包装を辞退したことがありますか。

アよくあるイ時々あるウたまにあるエほとんどないオその他（

２－３、容器・包装についてどのようにお考えですか。

ア簡易なものにしてほしい。

イリターナプル（mfI1IW）や詰め替え等に努ブルてほしい゜

ウデポジット方式（販売代金に容器代を預かり金として含めておき、容器を返せば容器分の現金を返

却するという方式）を硴立してほしい。

エもっと見栄えの良いものにしてほしい。

オ今のままで良い。力その他（）

２－４、買い物をする時、問い物カゴや袋を持って出かけますか。

ア持って行くようにしているイ時々持って行くウほとんど持って行かない

エ持って行ったことがないオその他（ ）
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ゴミ・リサイクルについて

３－１、あなたはゴミや不ｍ品を分別処分していますか。 アはいイいいえ

３－２，「はい」と答えた方にお尋ねします．どのような方法で処分していますか。

方法が幾つかある賜合は．主なものに◎を、それ以外にはｏを付けて下さい。

３－３，「いいえ」と答えたﾉｱにお尋ねします。あてはまるところに○を付けて下さい。

ア行政が指導してくれれば、それに従って協力する。イ見返りがあれば協力する。

ウ時間がない．エ家族がやってくれる。オ全く関心がない。力その他（ ）

４－１、リサイクルに111Ｉして、１ｍも頂埴に促しいと思うﾉﾌ法のところに○を付けて下さい。

４－２，次の項目のうち、言葉だけ知っているものには○を、内容もよく知っているものには。を付けて

下さい。

アリサイクルイリユースウリデュースエリフューズオガレージセール

カコンポストキエコマーククボカシケグリーンマーク。環境コスト

４－３，空ピン１Wの回収1ｍに入れてはならないガラス1mについて、知っていれば記入して下さい。

環境教育ＶＯＬ６－２

～
行政の回収にＩＩＢす

販売店の回収に出す

紙 アルミ スチール ピン ﾌﾞﾌｽﾌﾞｯｸ 生ゴミ 衣類 家電 家具 その他

市民ｸﾙｰﾌﾟ等に出す

回収業者にIHす

ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄに出す

知人に鏑る

家で処分する

その他

￣
－－ヨーーーーーーーーーニ= 紙 アルミ スチール ピン プラスチック 生ゴミ

一旦溶かす等の処理をしてからiW生する

洗浄などをして両利１Ｗする

焼却して熱エネルギーとして１１Ⅱ、する

堆肥にしてｷﾞ１１用する
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４－４，伏の頂目につい・て、識別マークを知っているものには○を付けて下さい。

アアルミ栃イスチール缶ワプラスチックエ再生紙オその他（ ）

４－５、リサイクルについて行政に何を望みますか（いくつでも）。

ア法の盤備イ常設の展示・愉報交換センター（コーナー）の設置ウリーダーの育成強化

エリサイクルに取り組んでいる団体への物的・経済的援助オ教育・ＰＲ等力その他
（）

エネルギーIMI皿について

５－１、使用していない時、付け放しに注意していますか。該当するところに○を付けて下さい。

５－２、エアコン使用について、どのようにお考えですか。

ア快適な生活を送るために、ぜひ必要である。イ快適な生活を送るため使用しても仕方がない。

ウ作業能率を高めるため、ぜひ必要である。エ作業能率を高めるため使用しても仕方がない。

オ温度コントロールをしながらlid小限の便、にすべきである。

力できるだけ除湿・送風にすべきである。キ使用すべきではない。クその他（

５－３、利用している交通手段についてお答え下さい。

アできるだけ徒歩または自転WIをfIlIWイできるだけ公共機関を利用

ウやむをえずマイカー（オートバイを含む）を利用

エ便利なのでマイカー（オートバイを含む）を利用オその他（ ）

５－４、省エネルギーのために実行していることに○を付けて下さい。

アシャワーの流し放しや、シャンプーの回数をできるだけ減らす。

イ入浴はできるだけ家族が続けて入るようにしている。

ウ夏は部屋の通風を良くする、冬は太陽光をできるだけ取り入れるなど、自然の恵みを利用している。

エ断熱材を使う、冬101カーテンやジュウタンを厚手にするなどして、断熱を心がけている。

オストープの反射板やエアコンのフィルターをこまめに掃除する。

力冷蔵願の詰め込み過ぎや、開閉回数を減らす。

キその他（）
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、
、

照明
テレビ

ＣＤ等
エアコン 扇風機

バネルヒーター

ストーブ、

ﾎｯﾄｶｰﾍﾟｯﾄ･ﾏｯﾄ

ｺﾀﾂ･ｱﾝｶ．Ｈ綱

口火

狐火

その他

付け放しはしない

ほとんどしない

時々付け放しする

よく付け放しする
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頂埴問題について

６－１．項境問題についてどのようにお考えですか．

アこのままでは地球が危ないので、今のうちに対筑をIⅢじておかなくてはならない。

イー部では頂埴破墹が進むかも知れないが、lmI茨の日i､作、で回掴するのであまり心配しなくてよい`、

ウマスコミや世間が騒ぐ゛だけで私には関係ない。

エもう、どうにもならない。なるようになる。

オその他（

６－Ｚ､次のlBll貝'1111ｍのう１，，．深洩１１だと思うものに()を、その'１'で冊も深刻と思われるものには◎を

１１１）て下さい。

アオゾン・ホールイニ「ミIIn題ウ森林HliWI工温IlHl化オ生態系破蜘

力酸性雨キ人［l1M1Ru夕資源枯渇ケ水同汚染。±11V汚染サ大気汚染

シ南北問題ス砂漉化七その他（ ）

Ｇ－３．生活排水について、ｉｔ恵していることがありますか？アはいイいいえ

「はい」と答えた方は、‘L､がけていることに○を、特にfW患していることには。を付けて下さい。

①食器や鍋のiill汚れ１４アふき取ってから洗うイ合成洗剤で洗うウ石鹸で洗う

エ熱湯で洗うオその他（

②洗濯には－ア渦を使用イ水だけ価W１ウ合成洗剤を便ＩＴＩエ石鹸を便1M

オ洗剤・石鹸Ｗ７ｊれに応じて、できるだ１１少Ｂｉを性、力その他（）

「いいえ」と答えた方は．そのIⅡ1111をお答え下さい。ア面IfI1だからイ全く関心がない

ウ関心はあるが時Ilnがないエ自分で洗わないオその他（）

６－４、環境保全について行政に何を望みますか（いくつでも）。

ア法の整術イ蹴設の展示・Ifi報交換センター（コーナー）の設圃ウ教育・ＰＲ等

エ頂境問題に取り組んでいる団体への物的・経済的ＩＲＷｊオリーダーの育成強化

力その他（ ）

６－５、環境保全に対する企業のあり方について、どのようにお考えですか（回答は２つまで）。

ア企業責任として、IFllH保全を冊優先したWUiWIm苑・iViIW,販売をすべきである。

イ企業は．収益の一部をiFlIiu保全のために掴''1すぺきである。

ウこれからの企業は．IFl埴凧視の姿勢を示さないかぎり、生き残れない。

エ企業として．ＩＦMn保全のために自社が何をしているかを、もっとＰＲすべきである。

オその他（）

６－６、他に唄埴IHI題についてお考えがあれば目[11に１Wいて下さい。ご協力ありがとうございました。
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